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「地上のガーネット／いわき市フラワーセンター」  Artist: 金澤裕子
いわき市勿来町出身。湯本高校卒業。筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業。

◆ 
いわき市勿来町出身。湯本高校卒業。筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業。

◆ 鹿島ショッピングセンターエブリア  2F 北催事場にて個展開催中！
～ 9/30（金）「安寿と厨子王物語　原画展」、10/1（日）～11/27（日）「“TREASURE”2023 年カレンダー原画展」

ゆうことけすんのおでかけトーク：5 面を check!

yuco_sol
Yupinart
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①室内抗菌・抗ウイルス剤コーティング
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床、壁、テーブル、机、椅子、ドアノブ、
PCキーボード、スイッチパネル、電話機、水栓、自販機、車内など

②室内光触媒施工③オゾン除菌・脱臭④フロア抗菌ワックス施工など
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ग़ுങऔΓ͍ͨします�お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？

《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。

いわき市内の
情報が満載!!

いわき市内の情報が満載!!

いわき市内の情報が満載!!

を
購読しませんか?

を購読しませんか?

を

●タブロイド判　●日曜日・休刊日以外毎日発行　●購読料：月額2,150円（税込）

●タブロイド判 ●日曜日・休刊日以外毎日発行 ●購読料：月額2,150円（税込）

●タブロイド判
●日曜日・休刊日以外毎日発行
●購読料：月額2,150円（税込）

1週間無料で、試読紙を配達します

※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。

1週間無料で、試読紙を配達します

1週間無料で、
試読紙を配達します購読しませんか?

株式会社いわき民報社 販売部
TEL0246-23-1666  FAX0246-24-2168

http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp

いわき民報ご購読についてのお問い合わせ、お申し込みは

※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。

いわき市内の情報が満載!!

を
購読しませんか?

●タブロイド判　●日曜日・休刊日以外毎日発行
●購読料：月額2,150円（税込）

1週間無料で、試読紙を配達します

ແྉੵݟΓக͠· Ň͢

自動車保険!! 見直しませしませし んか?自動車保険!! 見直しませんか?
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小名浜一小のぼり口ὸ̌̎ ̐̒ ʖ̑ ʖ̎̌ ̍̓ ̐
営業時間／10:00～12:00 13:00～16:00
定 休 日／日曜日（第1日曜日は営業）
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財
布
、バッ
グ
、ハン
カ
チ
、靴
、

靴
下
、洋
服
、下
着
な
ど…

。
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草
野
球
打
ち
気
を
外
す
球
は
無
し

「
素
人
野
球
は
強
気
が
多
い
」

勧
誘
の
手
足
れ
手
管
に
惑
わ
ず
に

「
電
話
な
ど
多
種
、
勧
誘
が
多
す
ぎ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
佐
久
間
宏
邦
・
78
歳
・
南
台
）

補
助
輪
を
外
せ
る
ま
で
の
奮
闘
期

「
も
う
少
し
な
ん
だ
け
ど
な
ー
」

老
い
二
人
行
く
手
の
道
を
共
に
越
え

「
妻
は
よ
う
や
っ
て
く
れ
て
ま
す
」
　
（
ゆ
う
じ
い
・
70
歳
・
泉
）

何
時
に
な
る
マ
ス
ク
外
し
て
健
体
操

「
コ
ロ
ナ
禍
で
市
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
が
月
２
回
に
な
っ
て

い
ま
す
。
月
４
回
に
戻
る
日
を
願
っ
て
い
ま
す
」

物
価
高
下
級
国
民
手
を
上
げ
る

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
イ
ロ
イ
ロ
物
価
が
上
が
り
ギ
ブ
ア
ッ
プ
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　  

（
中
野
喜
久
・
89
歳
・
平
）

準
決
勝
惜
し
く
も
外
す
聖
光
院

子
も
育
て
美
容
師
し
て
る
手
に
感
謝

「
子
は
58
歳
、56
歳
、54
歳
、美
容
室
は
い
つ
辞
め
よ
う
か
？
悩
ん
で
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
紀
・
80
歳
・
内
郷
）

善
い
人
の
仮
面
付
け
た
り
外
し
た
り

「
時
と
場
合
に
よ
っ
て
」

ど
っ
き
り
が
失
敗
手
の
内
見
す
か
さ
れ

「
正
直
者
は
顔
に
出
て
し
ま
い
ま
す
」
（
賢
二
郎
・
82
歳
・
勿
来
）

規
格
外
格
安
桃
も
味
同
じ

「
食
べ
放
題
の
夏
で
し
た
」

顔
を
見
て
手
加
減
さ
れ
る
歳
に
な
る

「
動
き
反
応
隠
せ
な
い
」
　
　
（
平
間
勝
成
・
70
歳
・
南
相
馬
市
）

天
国
へ
と
外
し
て
し
ま
っ
た
夫
の
手

「
又
繋
ぎ
た
い
と
願
い
つ
つ
」  

　
　
　
　
（
洋
子
・
77
歳
・
勿
来
）

地
球
か
ら
外
し
て
欲
し
い
核
兵
器

手
を
ば
取
り
懐
し
顔
の
君
の
名
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
布
施
敏
家
・
72
歳
・
泉
）

的
外
す
勝
を
譲
っ
て
孫
笑
顔

「
孫
の
笑
顔
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
宝
物
・四
歳
の
孫
娘
に
癒
さ
れ
て
」

幸
運
の
手
相
お
持
ち
と
今
が
あ
り

「
大
病
を
し
た
も
の
の
元
気
な
今
が
あ
る
。こ
れ
を
幸
運
と
言
わ
ず
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　  

（
内
海
将
行
・
80
歳
・
小
名
浜
）

サ
ッ
カ
ー
応
援
ゴ
ー
ル
外
し
て
ア
〜
ア
〜

「
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
」

「
若
い
ね
」
と
し
わ
の
手
な
が
め
我
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
ヨ
シ
ミ
・
68
歳
・
四
倉
）

外
れ
て
も
カ
ラ
オ
ケ
サ
ラ
ダ
め
し
あ
が
れ

「
音
を
外
し
て
も
健
康
に
良
い
カ
ラ
オ
ケ
サ
ラ
ダ
が
美
味
い
」

大
谷
の
魔
法
の
手
か
ら
ツ
ー
シ
ウ
ム

「
大
谷
選
手
の
変
化
球
に
魅
了
さ
せ
ら
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
篠
原
文
逸
・
65
歳
・
内
郷
）

マ
ス
ク
せ
ぬ
人
が
隣
に
席
外
す

手
も
添
え
ず
業
者
任
せ
の
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　  
　
　
　
　  

（
猪
狩
泰
英
・
84
歳
・
内
郷
）

甲
子
園
ス
ク
イ
ズ
外
し
て
上
機
嫌

若
隆
景
ま
わ
し
取
っ
て
の
上
手
投
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  
（
ヤ
ス
さ
ん
・
72
歳
・
四
倉
）

貨
車
止
め
を
外
さ
れ
行
く
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ

「
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
送
ら
れ
た
」

役
に
立
つ
夫
の
背
中
を
掻
く
わ
が
手

「
互
い
に
丸
く
な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
」
（
前
向
き
・
61
歳
・
四
倉
）

コ
ロ
ナ
禍
の
外
食
避
け
る
手
料
理
で

「
感
染
拡
大
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、基
本
的
な
対
策
守
り
生
活
し
て
い
ま
す
。」

荒
れ
肌
を
洗
顔
手
入
れ
餅
肌
に

「
丁
寧
に
肌
を
清
潔
に
す
れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
木
田
ト
キ
・
83
歳
・
平
）

外
国（
と
つ
く
に
）の
人
で
に
ぎ
わ
う
上
野
山

も
み
ぢ
の
手
引
い
た
そ
の
手
に
今
引
か
れ

「
酷
暑
に
耐
え
き
れ
ず
老
人
は
休
み
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
石
井
利
水
・
95
歳
・
勿
来
）

声
出
さ
ず
マ
ス
ク
外
す
も
舌
鼓

「
久
し
ぶ
り
の
外
食
、マ
ス
ク
は
外
し
て
食
べ
た
料
理
の
お
い
し
さ
に
つ
い…

」

落
日
に
影
も
伸
び
た
る
四
ツ
手
小
屋

「
夕
日
が
沈
み
か
け
た
四
ツ
手
小
屋
の
な
つ
か
し
い
姿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
日
和
田
剛
・
86
歳
・
四
倉
）

外
れ
ク
ジ
五
億
円（
誤
億
円
）
な
ど
夢
の
夢

「
当
た
る
と
は
思
わ
な
く
て
も
万
が
一
と
い
う
下
心
？
」

俺
に
だ
け
手
厳
し
い
と
嘆
く
夫（
つ
ま
）

「
結
婚
も
五
十
三
年
も
経
つ
と
ね
ェ
」

   

（
ジ
ェ
ー
ン
・
小
浜
）

外
れ
く
じ
そ
れ
で
も
お
ま
け
付
い
て
い
る

手
の
ひ
ら
を
広
げ
た
数
の
嘘
を
つ
き

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
髙
野
尚
之
・
77
歳
・
明
治
団
地
）

的
外
れ
意
外
な
答
え
に
大
笑
い

悪
党
ら
あ
の
手
こ
の
手
で
策
を
練
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
し
の
ぶ
・
62
歳
・
好
間
）

コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
輪
か
ら
外
れ
が
ち

手
の
し
わ
は
年
を
重
ね
た
証
拠
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
慶
子
・
73
歳
・
内
郷
）

エ
プ
ロ
ン
を
外
す
や
笑
み
の
夕
餉
か
な

「
一
日
の
終
り
と
ホ
ッ
ト
し
て
夫
と
夕
餉
楽
し
む
」

夏
祭
り
西
瓜
小
振
り
も
手
に
重
し

「
夫
と
二
人
で
食
べ
る
の
で
ち
ょ
っ
と
小
振
り
で
も
重
く
感
じ
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
あ
や
こ
・
82
歳
・
四
倉
）

酔
っ
た
か
な
羽
目
を
外
し
て
お
や
じ
ギ
ャ
グ

「
孫
が
笑
う
の
で
つ
い
つ
い
〝
そ
ん
な
バ
ナ
ナ
っ
て
か
〞」

左
手
に
ぽ
っ
ぽ
っ
残
る
火
傷
痕（
や
け
ど
あ
と
）

「
ア
ー
ク
溶
接
軍
手
で
仮
付
け
、
時
折
思
い
出
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
小
林
武
・
80
歳
・
常
磐
）

迷
い
出
す
柱
時
計
を
外
そ
か
と

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
が
こ
れ
か
ら
の
地
震
気
に
な
り
」

踊
る
手
よ
傘
寿
目
標
日
々
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
す
ず
や
・
81
歳
・
内
郷
）

盆
か
ざ
り
外
し
て
ま
と
め
舟
形
に

手
を
当
て
る
何
故
か
お
ち
つ
く
魔
法
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
89
歳
・
平
）

食
ヘ
ラ
シ
マ
ス
ク
は
ず
せ
ず
秋
さ
び
し

勤
務
中
仕
事
の
し
す
ぎ
手
の
し
び
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
鈴
木
節
子
・
83
歳
・
内
郷
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
交
支
援
世
界
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
た
た
か
い
手
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
門
馬
ア
サ
子
・
71
歳
・
平
）

不
思
議
で
す
マ
ス
ク
外
す
と
君
は
誰
？

「
コ
ロ
ナ
禍
で
知
り
合
っ
た
人
は
逆
に
マ
ス
ク
が
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
」

愛
猫
に
お
手
を
教
え
て
は
や
５
年

「
ま
っ
た
く
覚
え
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　  

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
60
歳
・
常
磐
）

長
談
義
ち
ょ
っ
と
一
服
席
外
す

熱
あ
る
か
そ
っ
と
額
に
手
を
当
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
尾
秀
子
・
81
歳
・
平
）

お

題「
外
す
」「
手
」

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「黙る」「病」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。1�݄̔೔ʢඞணʣ。

ギャラリー情報
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ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　今住んでいる錦町周辺の見慣れた風景や、旅先で出会った風景な
ど思いのまま描いた作品展です。8:00 ～ 19:00。日・月曜休店。

今泉木主絵画展
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�27 →10/1

→10/23
アーノルド・ローベル展

　 「がまくんとかえるくん」を生んだアメリカ
の絵本作家、アーノルド・ローベルの絵本30冊
と原画やスケッチ 200 点を紹介する。

いわき市ཱඒज़ؗ

Ұൠ　900ԁ
02�6�2��1111

いわき市平字ಊࠜ町 ���

9/23→
常設展示・販売

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地
の逸品を展示、販売。手作り洋服販売中。火、
水曜定休。

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β

ೖ৔ແྉ
02�6��6��001

いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

　小名浜在住の渡辺さんの油彩展。津波が押し寄せ、港や大地を破
壊したと思わせない静かな港を描く。10:00 ～ 16:00（最終日 15:00）。

渡辺文雄 油彩展
ೖ৔ແྉ
090�9�����09�9/29→10/3

9/29→10/10
白井洋子 水彩画展

　福島県出身の水彩画家、白井洋子さんの個展。
風景や静物、植物などを主なモチーフとして色
鮮やかな作品を発表している。

খ໺ඒज़

ೖ৔ແྉ
02�6����0���

いわき市平字த町̎̎ �̎

10/1→10/9

水のある風景
安斉重夫 鉄の彫刻展

　清らかな水を鉄で表現してみました　どうぞ
ご覧ください。11:00 ～ 19:00。水曜定休。会期
中作家在廊。

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ৔ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　いわきの海辺の風景や家の庭に咲く季節の花などを題材に、油彩、
水彩で制作した作品展です。8:00 ～ 19:00。日・月曜休店。

広瀬諭 絵画展
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�2710/4→11/5

10/6→10/10
第10回 いわき墨友会展

　日本水墨院常務理事、多田早苗先生門下生の
３年ぶりの作品展です。9:30 ～ 16:30（最終日は
15:00 まで）泉教室、湯本教室の生徒さん募集中。

いわき市จԽηϯλʔ

ೖ৔ແྉ
02�6�6����76

いわき市平ಊࠜ町 1��

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪ 　いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�1ࢁ

　秋の収穫祭、採れたて野菜とこだわりの新米。農家からの贈り物、
是非お出掛け下さい。10：00～18：00（最終日 17:00）。会期中無休。

野菜とお米の収穫祭 ハロウィンVer.
ೖ৔ແྉ
02�6�29���2610/7→10/10

10/13→10/17
　植田町の「アトリエ和衣」で洋服をオーダー
受注している雪下さんの作品展。普段の生活に
使える服を提案する。10:00～16:00（最終日15:00）

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ৔ແྉ
090��6���92�7

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

手仕事で彩る楽しみ 雪下常男

10/15→10/23
嶺崎茂子 絵画展
― ひびく光・わたる音 ―

　鉛筆による２年ぶりの新作絵画展です。11:00
～ 19:00。水曜定休。

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ৔ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1

খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

　紅珊瑚、ピンク珊瑚などで作られたアクセサリーから念珠、置物
などの美術工芸品 150 余点を一堂に展示、販売する。

宝飾珊瑚フェア
ೖ৔ແྉ
02�6����0���10/20→11/1

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪ 　いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�1ࢁ

　寄木細工の豊かな色彩と自然から生まれる心地よい手仕事は、生
活を豊かにしてくれます。10：00～18：00（最終日17:00）。会期中無休。

太田 憲・寄木細工展
ೖ৔ແྉ
02�6�29���2610/22→10/30

10/23 12:00～
木もれび－秋のコンサート－

　フルート、筝、ギター、カホンなどの演奏と
歌唱で「真夜中のギター」「涙くんさよなら」な
ど馴染みのある楽曲を楽しむコンサート。

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ৔ແྉ（༧໿੍）
02�6�2��10��
　　　　　 （٠ా）

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9



(3)

・「運動の秋」現在体重73㎏、身長165㎝。おな
　かポッコリ運動（散歩、ゴルフ）して、ポッコ
　リからペッコリにしたい。 （男性・72歳・小名浜）
・「読書の秋」仕事を辞め時間があるので、若い
　時に読んだ本をもう一度読み返してみようと思
　います。　　　　　　　 （女性・68歳・内郷）
・「ごほうびの秋」暑い夏をがんばった自分への
　ごほうびに、美味しいものを食べて温泉に入っ
　てのんびりしたい!　　　（女性・54歳・東田）
・「句作りの秋」句会を辞めて10年。秋の夜長、
　また俳句を作りたい。 （女性・95歳・小名浜）
・「編み物の秋」手が汗ばまなくなる秋は、サク
　サクと編み物がはかどります。冷え症の私はせ
　っせと毛糸の靴下を編みます。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・62歳・泉）

・「もの想う秋」静かな夜に自分の来し方、行く
　末に思いをはせる。　　 （女性・73歳・内郷）
・「ウオーキングの秋」気候が穏やかになり、日
　頃の運動不足を解消するため。
　　　　　　　　　　 （男性・50歳・南相馬市）
・「節約の秋」お盆にお金が出てしまうので、こ
　こで節約しないとお正月が来ない…。
　　　　　　　　　　　　 （女性・53歳・四倉）
・「手作りの秋」庭のスダチでジャムを作ったり、
　クラフトバッグを作ったりと家の中でできるこ
　とで楽しみたい。　　　 （女性・64歳・鹿島）
・「食欲の秋」サンマや栗など美味しいものがた
　くさんあるから。          （男性・71歳・四倉）
・「冬眠前の秋」冬に入る前の庭木の整理、来春
　に向けての畑の土作り。 （男性・62歳・好間）

ʲςʔϚʳ
ʮʓʓͷळʯ͋ ͳͨʹとͬ ͯͷ
ʓʓ͸Կ ͦͷཧ༝͸ 

・「ＤＶＤ鑑賞の秋」秋の夜長、昔なつかしいＤ
　ＶＤをレンタル鑑賞する。  （男性・78歳・常磐）
・「サンマの秋」こどもの頃、母に庭先で七輪に
　炭をおこしてサンマを焼く担当にされていた。
　　　　　　　　　　　　 （女性・71歳・小島）
・「ガーデニングの秋」涼しくなるのを待って、
　秋植えの球根を植え付けます。来春の庭を想像
　してワクワクします。　　 （女性・64歳・泉）

の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
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講
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役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
（
以
下
イ
ン
ス
タ
）

に
追
加
さ
れ
た
新
機
能
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
の
リ
ー
ル

（
最
大
90
秒
の
縦
型
動
画

を
投
稿
す
る
機
能
。
様
々

な
編
集
機
能
が
付
い
て
お

り
、
イ
ン
ス
タ
で
つ
な

が
っ
て
い
な
い
人
に
見
て

も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
特
徴
）
に
追
加
さ

れ
た
機
能
で
、
写
真
と
写

真
の
間
、
動
画
と
動
画
の

間
な
ど
、
場
面
が
切
り
替

わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
色
々

な
エ
フ
ェ
ク
ト
を
か
け
ら

れ
る「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
」

で
す
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

が
入
っ
て
い
な
い
動
画
の

場
合
、
つ
な
い
だ
写
真
や

動
画
が
そ
の
ま
ま
流
れ
ま

す
が
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

は
シ
ー
ン
と
シ
ー
ン
の
間

に
入
れ
る
映
像
で
あ
り
、

次
の
場
面
を
注
目
・
強
調

さ
せ
た
り
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
の
設
定
方
法
を

お
伝
え
し
ま
す
。

手
順
１
：
リ
ー

ル
の
作
成
画
面
で

写
真
や
動
画
を
使

用
し
動
画
を
作
成

手
順
２
：
次
へ

を
タ
ッ
プ
し
、
次

の
画
面
に
移
動

手
順
３
：
左
下
に
表
示

さ
れ
る
「
ク
リ
ッ
プ
を
編

集
」
を
タ
ッ
プ

手
順
４
：
画
面
下
に
表

示
さ
れ
る
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
」
を
タ
ッ
プ

手
順
５
：
写
真
や
動
画

৔໘੾ΓସΘΓʹ༷ʑͳΤϑΣΫτ
දݱͷ෯͕޿Γର৅෺ͷັྗ఻͑Δ

ừ
ߨ

ࢣ
Ử
ٱ
໺

խ
ݾ

に
「
＋
」
ボ
タ
ン
が
表
示

さ
れ
る
の
で
タ
ッ
プ

６
種
類
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
が
表
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
リ
ー
ル
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
わ
せ
て
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。
左
下
の
再
生

ボ
タ
ン
を
押
す
と
プ
レ

ビ
ュ
ー
再
生
が
で
き
、
完

了
前
に
確
認
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
は

ズ
ー
ム
・
ぼ
か
し
・
ワ
ー

プ
・
フ
レ
ア
・
ス
ピ
ン
・

グ
リ
ッ
チ
の
全
６
種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

ご
と
に
様
々
な
効
果
が
表

現
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
を
使
う
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
リ
ー
ル
動

画
で
の
表
現
の
幅
が
広
が

り
、
対
象
物
の
魅
力
が
よ

り
伝
わ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
り
、
注
目
度
が
上

が
り
、
話
題
性
や
口
コ
ミ

で
広
が
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

世界の一杯

創
業
明
治
13
年
。
日
本
初
の
バ
ー
で

あ
る
浅
草
の
老
舗
『
神
谷
バ
ー
』。そ
こ

で
生
ま
れ
た
「
電
気
ブ
ラ
ン
」
と
い
う

カ
ク
テ
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？

琥
珀

色
で
優
し
い
甘
み
。
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
ベ

ー
ス
に
、
ジ
ン
、
ワ
イ
ン
、
キ
ュ
ラ
ソ

ー
、
薬
草
な
ど
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い

ま
す
。
が
、
そ
の
分
量
は
未
だ
に
秘
伝

な
の
だ
と
か
。
電
気
が
め
ず
ら
し
か
っ

た
明
治
の
頃
、「
電
気
」
と
冠
す
る
名

称
が
流
行
り
で
し
た
。
そ
こ
に
カ
ク
テ

ル
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
の

「
ブ
ラ
ン
」
を
つ
け
て
「
電
気
ブ
ラ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

瓶
で
の
販
売
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ネ
ッ
ト
で
購
入
が
で
き
ま
す
。
ビ
リ
ッ

と
し
た
刺
激
と
甘
み
が
ク
セ
に
な
る
か

も
。
ビ
ー
ル
を
チ
ェ
イ
サ
ー
に
す
る
の

が
『
神
谷
バ
ー
』
お
す
す
め
の
飲
み
方
。

な
か
な
か
店
ま
で
行
け
な
い
か
た
も
、

自
宅
で
楽
し
め
る
の
は
嬉
し
い
で
す
よ

太宰治の『人間失格』にも登場し
た電気ブラン。ぜひ、お試しあれ。

－ 66－
・浅草生まれの
　ブランデー
　カクテル

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
41歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣味
や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情報交
換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

ね
。
実
は
私
も
、浅
草
を
訪
れ
る
時
は
、

い
つ
も
定
休
日
に
ぶ
つ
か
り
、
一
度
も

行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。い
つ
か
、

レ
ト
ロ
で
大
衆
的
な
温
か
み
の
あ
る
店

の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
た
い
で
す
。

さ
て
、『
神
谷
バ
ー
』
は
文
豪
た
ち

に
も
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

井
伏
鱒
二
、
萩
原
朔
太
郎
、
三
浦
哲
郎

な
ど
。
多
く
の
文
豪
の
作
品
に
、
お
店

と
電
気
ブ
ラ
ン
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

秋
の
夜
長
、
名
作
を
読
み
な
が
ら
電
気

ブ
ラ
ン
…
お
そ
ら
く
私
は
す
ぐ
に
寝
落

ち
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が(
笑
）

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
神
谷
バ
ー
』kamiya-bar.com

文
豪
に
も
愛
さ
れ
た
お
店
と
お
酒

ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰い߹わͤ

‎

平
成
30
年
３
月
、
目
黒

区
で
船
戸
雄
大
（
34
）
、

優
里
（
27
）
夫
婦
の
長
女

結
愛
（
５
）
ち
ゃ
ん
が
家

庭
内
虐
待
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
新
聞
に
結
愛
ち
ゃ

ん
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま

し
た
が
、
目
が
眩
む
ほ
ど

の
光
輝
を
発
し
て
お
り
ま

し
た
。
現
世
に
お
い
て
過

酷
な
人
生
を
送
り
霊
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
修
業
の
た
め
、
自
ら
望

ん
で
母
親
優
里
の
子
ど
も

と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
高

級
霊
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

結
愛
ち
ゃ
ん
は
平
成
24

年
３
月
、
別
の
男
性
と
の

間
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
28

年
に
雄
大
被
告
と
結
婚
、

同
年
秋
、
夫
婦
間
で
長
男

が
生
ま
れ
る
と
雄
大
（
義

父
）
は
血
の
つ
な
が
っ
て

い
な
い
他
人
の
結
愛
ち
ゃ

ん
が
邪
魔
に
な
り
彼
女
へ

の
虐
待
が
始
ま
り
ま
し

た
。
母
親
も
雄
大
に
気
持

ち
が
傾
き
一
緒
に
な
っ
て

加
担
、
そ
れ
か
ら
長
女
の

生
き
地
獄
の
日
々
が
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
30
年
１

月
下
旬
頃
、
し
つ
け
と
称

し
て
朝
４
時
に
起
き
、
息

が
苦
し
く
な
る
ま
で
運
動

す
る
と
い
っ
た
課
題
を
与

え
達
成
で
き
な
い
と
、
た

た
く
・
ベ
ラ
ン
ダ
に
立
た

せ
る
・
水
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
せ
る
と
い
っ
た
虐
待
を

行
い
ま
し
た
。
食
事
も
１

日
に
汁
物
１
〜
２
杯
程
度

を
与
え
、
死
亡
時
の
体
重

は
標
準
よ
り
約
６
㎏
軽
い

12
㎏
で
し
た
。
死
亡
当

時
、
救
急
隊
員
に
よ
り
ま

す
と
「
心
肺
停
止
に
陥
っ

て
い
た
長
女
は
あ
ば
ら
が

浮
き
、
腕
は
骨
と
皮
の
み

で
細
か
っ
た
。
顔
は
土
気

色
で
頬
は
こ
け
、
一
部
は

腫
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
に

凄
惨
な
事
案
で
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
結
愛
ち
ゃ

ん
の
ノ
ー
ト
に
は
〝
き
の

う
パ
パ
に
キ
ッ
ク
を
さ
れ

た
。
時
計
が
で
き
る
は
ず

な
の
に
ご
ま
か
そ
う
と
し

た
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
立
た

さ
れ
た
。
も
っ
と
も
っ
と

明
日
は
で
き
る
よ
う
に
す

る
か
ら
、
も
う
お
願
い
許

し
て
く
だ
さ
い
。
明
日
の

朝
は
一
生
懸
命
や
っ
て
パ

パ
や
マ
マ
に
見
せ
る
ぞ
っ

て
気
持
ち
「
エ
イ
エ
イ

オ
ー
」
お
約
束
だ
か
ら
お

願
い
し
ま
す
〞
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
い
た
い
け

な
幼
女
の
純
粋
な
魂
か
ら

発
す
る
必
死
な
心
の
叫

び
、
理
不
尽
な
行
為
に
も

両
親
を
恨
む
こ
と
な
く
自

分
を
鼓
舞
す
る
心
根
が
私

の
魂
を
打
ち
ま
し
た
。

こ
の
夫
婦
は
霊
的
心
が

皆
無
で
凶
悪
な
性
格
の
持

ち
主
で
す
。「
結
愛
ち
ゃ

ん
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。
短

い
人
生
だ
っ
た
け
ど
、
現

世
で
凄
惨
な
虐
待
を
体
験

し
て
霊
的
に
も
大
変
向
上

し
た
よ
。
高
級
霊
界
に

戻
っ
て
母
性
愛
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
霊
人
達
か
ら
慰
労

さ
れ
大
歓
迎
を
受
け
る

よ
。
そ
し
て
天
女
と
な
っ

て
自
由
に
舞
い
上
が
れ
る

よ
」。
一
方
、
船
戸
夫
婦

は
将
来
死
ん
だ
ら
地
獄
界

に
落
ち
親
和
性
の
法
則
に

よ
り
、
同
じ
よ
う
な
霊
人

か
ら
永
遠
に
責
め
苦
を
受

け
、
そ
れ
な
り
の
罪
障
は

償
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
娘
を
助
け
ら
れ

な
っ
た
実
母
の
罪
は
重
い

と
言
え
ま
す
。
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

インスタグラムの新機能
リールにトランジションが追加
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写真引用：遠野町地域づくり振興協議会、いわき観光まちづくりビューロー
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満喫
遠野 秋
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清流に河鹿鳴き、鮎踊り、ホタル舞う里。
　　　　　　いわき市遠野町は、自然豊かなまち。
　遠野町は、いわき市の南西部にあり、阿武隈高地の南部に位置します。中山
間地域ならではの自然豊かな土地です。東白川郡鮫川村を源流とする鮫川と、
その支流の入遠野川が流れ、四季折々の自然の魅力が存分に堪能できます。

͍Θ͖ࢢ໾ॴ̝̥͸ͪ͜Β

間地域ならではの自然豊かな土地です。東白川郡鮫川村を源流とする鮫川と、
その支流の入遠野川が流れ、四季折々の自然の魅力が存分に堪能できます。

①往生山…ヤマザクラの咲く様子が現世の極楽世界のよ
　うで、その名が付けられたとされます。標高 599mの
　山へは、天王川に沿う山道を登山するとよいでしょう。
②八坂神社の二本杉…入遠野字天王に立ち、樹齢 1100
　年の杉と伝えられ、県天然記念物に指定されています。
　２本とも樹高 32.5m、樹廻り 9mあまりで、枝は太く
　四方に広がり樹勢が盛んです。
③上遠野城跡…いわき地方を戦国時代に治めた岩城氏の
　家臣・上遠野氏の城があった場所です。物見台からは
　太平洋の 8つの浜が見えることから八潮見城、八塩城
　とも呼ばれています。
④龍神峡…下滝の建龍寺から徒歩約 10分の距離にあり、
　川の中に突き出た岩､それを激しく洗って流れる水は､
　まさしく龍を思わせます。秋の時期は「東北最後の紅
　葉」と称されています。
⑤滝富士…標高 306mほどですが、根岸から滝へ流れる
　鮫川の右岸からの展望はまさに富士そのものです。山
　頂に登ると、南に菊田浦の海、北は上遠野盆地が一面
　に広がっています。

　遠野町では令和３年４月から、高嶋祥太、小林祐子、
平子めぐみさんの３人が、遠野町地域おこし協力隊員と
して江戸時代から続く伝統工芸である遠野和紙の技術継
承、楮・トロロアオイの生産に取り組んでいます。
　同４年８月には遠野町をＰＲするポスターを作製。
伝統工芸や職人、美味しい食べ物や綺麗な景色などを
描いたポスターは12種類あり、お店などに飾って遠
野町の応援を呼びかけています。「遠野支所窓口」「い
わき市役所地域振興課窓口」で配
布しています（各窓口約 100部、
なくなり次第配布終了）。いわき
市役所ＨＰに掲載している画像を
保存して印刷するこ
とも可能です。問い
合わせは遠野支所＝
電話 0246（89）
2111＝まで。

 ※本欄は、遠野町地域づくり協議会のホームページ参考 ※本欄は、遠野町地域づくり協議会のホームページ参考
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　山へは、天王川に沿う山道を登山するとよいでしょう。
入遠野字天王に立ち、樹齢 1100

　年の杉と伝えられ、県天然記念物に指定されています。　年の杉と伝えられ、県天然記念物に指定されています。
あまりで、枝は太く

いわき地方を戦国時代に治めた岩城氏の

　遠野町では令和３年４月から、高嶋祥太、小林祐子、　遠野町では令和３年４月から、高嶋祥太、小林祐子、
平子めぐみさんの３人が、遠野町地域おこし協力隊員と平子めぐみさんの３人が、遠野町地域おこし協力隊員と
して江戸時代から続く伝統工芸である遠野和紙の技術継して江戸時代から続く伝統工芸である遠野和紙の技術継
承、楮・トロロアオイの生産に取り組んでいます。承、楮・トロロアオイの生産に取り組んでいます。

遠野町の協力隊員活動中！　貼って応援ＰＲポスター配布

小林さん 高嶋さん 平子さん

会　長　平　子　好　男
副会長　鈴　木　伸　幸
副会長　鈴　木　弘　之
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遠野町商工会

自宅でのやすらぎを
　　　　  お届けします。

総合葬祭
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いわきペット霊園

福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
電話0246-89-2214（運送）0246-89-2172（興産）

ＵＲＬ http://toono.co.jp

遠野興産㈱ペレット事業部 TEL0246-74-1288

໦ࡐΛݪྉʹした৽しい೩ྉΤωϧΪʔ

いわき産ペレット 温丸（ぬくまる）

一般貨物自動車運送事業 木材チップ・オガ・ペレット製造販売
木屑産廃・一般廃中間処理・収集運搬

遠野運送株式会社遠野興産株式会社
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鈴　木　　光
いわき市遠野町上遠野字西町32-1
TEL（0246）89-3140

৽ฉ֤ࢴऔΓѻ て͓ͬΓま͢ɻ

鈴木新聞店
〒972-0162　いわき市遠野町滝字山ノ神 24-5

歴史と伝統が息づく格調高い18ホール

T&-0246-89-2421
IUUQ���XXX�ZVNPUPTQDD�KQ

೥ɹ຤ɹྉɹۚ
12/28・29・30
             11,000円(食事付き)

��݄ʙ�2݄ϓϨʔྉۚɹɹɹɹ
平　 日 6,500円(食事付き)
土･日･祝日 11,000円(食事付き)

– 創業101年– 天然泉 くつろぎの宿
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宿泊 日帰り ご入浴
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URL http://www.iwaki-tohno.jp/camp/
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自然に触れて
日々の疲れを癒してください
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˙�ԕ໺࿨ࢴͱ͸ʕʁ
　４００年以上の歴史を誇り、江戸時代に
は〝磐城延紙〟のブランドで武家の記録用
紙のほか、障子紙として重宝されていた手
すき和紙です。一度は受け継ぐ技術者が不
在となりましたが、この伝統を継承するた
め、３年間の地域おこし協力隊の任期を終
え、神奈川から移住した平山祐、綾子さん
夫妻が昨年５月、遠野町の入遠野公民館前
に新たな工房を立ち上げました。

˙�ԕ໺ࢠࢴ԰ͷັྗ
　貸し切りを含めた紙すき体験をはじめ、
和紙を使った関連商品の取り扱い、名刺な
どの受注販売も行っています。いずれの和
紙も遠野町で育ったコウゾとトロロアオイ
で作られています。また原料づくりに参加
するボランティアも募集し、地域と一体と
なって遠野和紙を次の世代につなげていま
す。ぜひお気軽に問い合わせください。

いわき市遠野町入遠野字前田45-10
☎ 080-4428-6397

https://tohnowashi.com/
営業時間 13:00-17:00  火曜・水曜定休

Instagram @tohno_washi
Facebook facebook.com/tohno.washi

Twitter @TohnoWashi

˙�ԕ໺࿨ࢴͱ͸ʕʁ
　４００年以上の歴史を誇り、江戸時代に
は〝磐城延紙〟のブランドで武家の記録用
紙のほか、障子紙として重宝されていた手紙のほか、障子紙として重宝されていた手400年の歴史持つ和紙を後世に

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

♪
メ
ダ
カ
の
き
ょ
う
だ
い
は
タ
ラ
イ
の
な
か
〜
…

大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
る
？
▼
５
月
、
団
地
の
Ｅ

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
13
〜
14
匹
が
卵
を
産
ん
で
数

百
匹
に
増
え
た
。
今
は
タ
ラ
イ
の
中
で
た
の
し
そ
う

に
泳
い
で
い
る
が
、
大
き
く
な
っ
た
ら
あ
〜
せ
ま
く

る
し
く
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
♪
メ
ダ
カ
〜
の
学

校
〜
は
タ
ラ
イ
の
な
か
〜
。
で
、
「
メ
ダ
カ
の
分
校
」

を
開
設
し
て
く
れ
る
人
に
シ
ェ
ア
（
分
か
ち
合
い
）

す
る
こ
と
に
し
た
。
▼
磐
中
そ
ば
Ｙ
分
校
が
第
一
号

で
、
（
「
も
う
す
こ
し
欲
し
い
！
」
）
と
い
う
奥
さ
ん

に
今
日
、
２
度
目
の
配
送
を
し
た
。
▼
水
合
わ
せ
を

し
て
い
る
間
、
す
す
め
ら
れ
た
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
私
が
言
っ
た
。「
こ
う
し
て
、
メ
ダ
カ

を
見
て
い
る
と
、
ナ
ン
カ
癒
さ
れ
ま
す
ね
」「
そ
う

ね
孫
た
ち
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
喜
ん

で
い
た
は
！
」
Ｙ
さ
ん
が
続
け
た
。
「
そ
ん
な
時
は
、

お
父
さ
ん
が
作
っ
た
門
の
下
に
置
い
た
ん
だ
け
ど
、

梅
の
木
の
葉
っ
ぱ
や
花
び
ら
が
落
ち
て
掃
除
が
…

ね
!?
」
▼
飼
い
方
や
容
れ
物
の
置
き
場
所
な
ど
見
た

り
聞
い
た
り
、
お
互
い
の
経
験
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら

15
〜
16
分
、
Ｙ
さ
ん
ご
自
慢
の
キ
ュ
ー
リ
の
漬
物
を

お
土
産
に
い
た
だ
い
て
門
を
出
た
。
▼
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
「
ド
ー
モ
…
」

車
の
後
ろ
で
ダ
ン
ナ
さ
ん
が
大

工
仕
事
を
し
て
い
た
。「
何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

…
外
壁
材
で
す
ね
」
「
…
ア
ッ
ソ
ウ
カ
！
イ
ッ
ス
ン
か
」
私

の
問
に
応
え
る
こ
と
な
く
ダ
ン
ナ
さ
ん
は
材
の
板
に

線
引
き
を
し
て
い
る
。（
職し

ょ
く
に
ん
か
た
ぎ

人
気
質
？
）
私
は
結
果

を
見
る
べ
く
見
学
を
続
け
た
。
時
々
、
鼻
歌
を
聴
き

な
が
ら
。
▼
部
材
を
持
っ
て
ダ
ン
ナ
さ
ん
が
ガ
レ
ー

ジ
の
奥
の
温
室
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
「
こ
う
し
て

お
く
と
し
た
が
腐
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
部
材
と
基

礎
の
角
材
の
下
に
敷
き
入
れ
た
。（
了
解
！
）

Ｙ
分
校
に
て

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-úþ-

ॲ͔Β̍̓̏߸（̎̌̎̍೥݄̒）͔Βݸ　
ըՈɾΠϥετϨーターۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰ͯ͠い·͢ɻ
　ۚᖒ͞Μ͸いわきࢢ໪དྷொ出਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺいわきࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։ͯ͠࠵い·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνー
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷئいͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘͯい·͢ɻ
　ͥͻදࢴ΍ɺ͚͢ΜͷΠンタϏϡー΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓دせͩ͘͞いɻ

˟̓̌̕ʵ̔̌̎ ɹ̒ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
͍Θ͖ࢢฏࣈখଠ࿠ொ̎ʵ̓ ͍Θ͖Ϗϧ̍֊

͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲ͔Βʯฤूࣨ
ϝʔϧ͸ BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ ·Ͱ

い
け
ば
な
の
根
源

        2022年
会期 10月1日(土)・2日(日)
　　  午前10時～午後６時
　　  ※２日(日)は午後４時まで
会場  いわき産業創造館 ラトブ6階

஑๥ฏࢧ෦૑ཱÿ÷प೥ه೦Ֆల

主催：華道家元池坊平支部
後援：いわき市・いわき市教育委員会・いわき市文化協会・福島民報社・福島民友新聞社
        いわき民報社・ラジオ福島・福島テレビ・福島中央テレビ・テレビユー福島・FMいわき
協賛：一般財団法人池坊華道会　http://www.ikenobo.jp/

これは
便利！

お届けはご注文の確認後、ご用意出来次第、約７営
業日で発送いたします。お支払いは商品到着後９
日以内。コンビニまたは郵便振込・代引・カード可。
返品・交換は商品到着後、まずはご一報の上、７日
以内にご返送ください。お預かりした個人情報は、
お客様への商品のご案内、その他サービスを提供
するためにのみ使用させていただきます。

「立つ・歩く・座る」を支える
４点支えで安心の多機能杖。
普段のおでかけにはもちろん、屋内用の杖としても重宝する自立式の
「多機能杖」です。使う方の身長に合わせて長さを 2つご用意しました。

多機能杖
( ショート ／ ロング )

たきのう つえ

４点支えで 自立する。

送料
無料3,500円(税込)

《多機 能 杖》のお選 びいただく目安
ショート ロング

つえの 長さ

身長 １４８ｃｍ～１７０ｃｍ

８６ｃｍ～９７ｃｍ

１5８ｃｍ～１8０ｃｍ

７６ｃｍ ～８７ｃｍ

折りたためる
補助ハンドル。

簡単に折りたためて
コンパクト。

３６０度回転する足首部分が
しっかり地面をキャッチ。

（傾斜のあるところなどでは
　倒れる場合があります。）

身長に合わせて
５段階の長さ調節。

呼び出し
ブザー付き。

コンパクト。

軽い！
本体重量

（約）480g

株式会社 ヤマサン
〒６１１-００２１   京都府宇治市宇治壱番６７

持ち歩きに便利な収納袋付き。
重さ（約）480ｇ／サイズ（約）76cm~87cm（5段階調節）
素材（シャフト部）アルミニウム／耐荷重（約）115ｋｇ
LEDライト・呼び出しブザー 単四電池２個使用
※単四電池は付属していません。

お電話でのご注文・お問い合わせは

050-1866-3363
ड෇࣌ؒ ฏ日 �ɿ��ʙ1�ɿ��ʢ౔ɾ日ɾॕఆٳ ʣ

呼び出し
ブザー付き。

多
４点支えで 自立する。

夜でも安心。
角度が調節できる
LED ライト付き。

　倒れる場合があります。）
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いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

σΠαʔϏεηϯλʔ
γϣʔτεςΠ
ॴۀࣄԉࢧޢ୐հډ
Ήͭみอҭॴ

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    いΘ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

͍Θ͖ࢢৗ൬্౬௕୩ொ্ϊ୆������5&-ʢ����ʣ�������'"9ʢ����ʣ�������

医療法人社団秀 友 会
ઃೖ所��������˔௨所ϦϋϏϦςーγϣンࢪ˔
˔γϣーτεςΠ�˔๚問ϦϋϏϦςーγϣン

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

ὸ÷ùûýôûúôýøøý čĈğûúôýøøÿ
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 ͢·୐๚໰਍ྍԠ͡ࡏ

（順不同）

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
いわき市小名浜字富岡向147

Tel.0246-54-5210 Fax.0246-92-4183
http://www.onahama-drivers.co.jp/খ໊඿ࣗಈंֶߍ 44-5367ʢϚϧτઙ֋ళͦ͹


おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

個処からΈͳ͞Μɺ　　　  ʹɺͯͬࡌΈ·ͤΜ͔ʁ
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳ʜࠓճͷ͓୊͸ɺ「黙る」「病」。
2．『私の宝物』シリーズ ʜࢠͲ΋ͷࠒから
　　େࣄʹͯ͠いΔ෺ɺϖοτ΍ଙɺࢠͲ΋ͨ
　　ͪɺԞ͞Μɺ୴ಹ͞Μɺఉɺ࡞඼ͳͲɺΈ
　　ͳ͞Μͷๅ෺Λɺͦͷը૾ͱઆ໌จ（100
　　字ఔ౓）Λఴ͑ͯɺͥͻ͝঺հͩ͘͞いɻ

3．エッセーʜ೔ࠒɺԿؾͳͨ͘͜͡ײͱ΍ɺ
　　ͥͻ఻͑ͨい͜ͱͳͲɻ

ɾࡌܝͷՄ൱͸౰編集室ʹͯ൑அ͠·͢ɻ
ɾ௖いͨ৘報͸౰ϑϦʔϖʔύʔh 個処から Ͱɦ
　ͷΈ࢖༻͠·͢ɻ
ɾϖϯωʔϜΛر๬͢Δਓ͸ɺϖϯωʔϜ΋ఴ
　͑ͯͩ͘͞いɻ
ɾ৔߹ʹΑͬͯ͸ɺ౰編集室ΑΓऔࡐͷ͝࿈བྷ
　Λͤͯ͞いͨͩ͘͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
ˑߘد͸ɺ༣ૹかϝʔルɺ࣋ࢀͰड͚෇͚͓ͯ
　Γ·͢ɻͥͻɺ͓ͩͤ͘͞دいɻ

͓໰い߹わͤ͸ɺ
　　　　個処から編集室·Ͱɻ

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

安
楽
寺

平子正子さん（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉにて

－６－

墨と水の世界墨と水の世界
ਫ๽ըࢣߨࣨڭɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　私はどちらかというと、物を捨てることが出来ない性分

で、次に使えそうなものは全て保存してしまう。ただ、そ

の時はきちんと整理したつもりだが、いざ必要な時に出て

こないことが多い。どこに整理したか覚えていないのだ。

　貴重な時間を費やし探すことになるが、大半は用が済ん

でから発見することが多い。「ああここか！」その時になっ

て保管場所は正しかったことに気が付く。要はきちんと保

存のルールが出来ていないのが原因である。

　しかし、忘れるのはそれだけではないようだ。三日もす

れば忘れる現実。……そろそろ認知症の仲間入りかも？

佰
拾
七
物
忘
れ

白
鷺
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日本の神仏占い ɹਆ༷෹༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩͬͯ͘͞
͍·͢ɻͦͯ࣌͠ʹɺਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻੜ·Ε݄͝ͱʹɺͦͷ
क͍ͬͯͩͬͯ͘͞Δਆ༷෹༷からͷϝοηʔδΛ͓ಧ͚͠·͢ɻݟʹظ࣌

占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
い
事
が
あ
る
な
ら
心
か
ら
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　剣
に
祈
り
、
そ
の
祈
り
に
真
っ

直
ぐ
な
態
度
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、
神
は
必
ず
あ
な
た

の
願
い
を
聞
き
入
れ
ま
す
。そ
し
て
、学
び
が
も
た
ら
さ
れ
る
方
法
へ

と
導
く
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
感
じ
た
こ
と
を
メ
モ
に
書
き
残
す

１
月
生
【

　
　
　
　】

猿

田

彦

神

（
さ
る
た
ひ
こ
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
に
は
何
度
も
選
択
の
時
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　訪
れ
、
ど
の
道
を
行
こ
う
か
人

々
は
迷
い
ま
す
。
で
す
が
、
ど
ん
な
道
を
選
択
し
よ
う
と
も
、
そ
の

道
を
正
解
に
す
る
の
は
あ
な
た
。
運
命
を
信
じ
、
勇
気
を
持
っ
て
最

初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。◇
開
運
の
鍵
：
瞑
想
を
す
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

岐

　
　の

　
　神

（
ち
ま
た
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　心
の
傷
が
癒
え
た
な
ら
、
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ず
つ
心
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ト
は
幸
せ
や
喜
び

の
受
け
皿
で
す
。ハ
ー
ト
の
開
閉
を
上
手
に
行
い
、た
く
さ
ん
の
幸
運

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
木
々
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す

３
月
生
【

　
　
　
　】

久
々
能
智
神

（
く
く
の
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
ら
し
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
に
怯
え
、
人
に
遠
慮
し
て
生

き
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
生
き
る
の
で
す
。
人

生
は
一
度
き
り
で
す
。
人
の
こ
と
よ
り
自
分
の
心
を
大
切
に
し
て
生

き
て
く
だ
さ
い
。◇
開
運
の
鍵
：
朝
に
屋
外
で
深
呼
吸
す
る

４
月
生
【

　
　
　
　】

建
御
雷
之
男
神

（
た
け
み
か
ず
ち
の
お
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
に
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
、
実
は
自
分
の
考
え
方
で
す
。

な
ら
ば
、光
の
方
を
見
て
、光
を
浴
び
て
生
き
ま
し
ょ
う
。
わ
ざ
わ
ざ

暗
闇
の
方
を
見
つ
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
は
見
つ
め
る
方

向
に
向
か
う
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
会
っ
た
人
に
感
謝
を
伝
え
る

５
月
生
【

　
　
　
　】

大

日

如

来

（
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
て
を
失
い
、
こ
れ
で
終
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
と
思
っ
た
時
に
人
生
の
第
二

章
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
第
一
章
の
旅
路
を
ふ
り
か
え
り
、
深

い
学
び
を
得
る
旅
で
す
。
例
え
す
べ
て
を
失
っ
て
も
、
怖
れ
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
美
し
い
紅
葉
の
風
景
を
見
に
行
く

６
月
生
【

　
　
　
　】

伊
邪
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
っ
と
も
っ
と
と
求
め
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
わ
り
に
あ
る
物
の
価
値
を
見

落
と
し
ま
す
。
今
は
足
元
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
価
値
を
し
っ
か
り

見
直
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
今
の
自
分
に
本
当
に
必
要
な
も
の
が

分
か
る
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
家
の
中
や
職
場
を
整
理
す
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

少

彦

名

命

（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　努
力
が
実
り
、
苦
労
が
報
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
時
は
来
ま
す
。
名
誉
挽
回
や

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
も
や
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
自
分
が
望
む
時
で
は
な
い
の
で
す
。
神
様
が
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
与
え
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
感
動
す
る
小
説
を
読
む

８
月
生
【

　
　
　
　】

毘

沙

門

天

（
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
期
的
な
視
点
で
物
事
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
し
ょ
う
。
今
だ
け
何
と
か
な

れ
ば
い
い
と
は
思
わ
ず
、崩
れ
な
い
基
礎
を
築
く
の
で
す
。そ
れ
が
人

生
の
土
台
と
な
っ
て
、
高
く
大
き
く
伸
び
て
い
く
あ
な
た
の
人
生
を

支
え
る
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
毎
日
30
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

磐

　
　長

　
　姫

（
い
わ
な
が
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
変
わ
ら

な
い
も
の
は
「
変
わ
り
ゆ
く
」
と
い
う
事
実
の
み
。
で
す
か
ら
、
変

化
を
嘆
か
ず
に
、変
化
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
。
す
る
と
、幸
運
の
流

れ
に
乗
れ
る
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
歴
史
的
な
建
物
を
見
物
す
る

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　流
れ
る
涙
は
我
慢
せ
ず
、
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
だ
け
流
し
ま
し
ょ
う
。
一
緒

に
悲
し
み
も
苦
し
み
も
流
す
の
で
す
。す
る
と
、女
神
が
そ
れ
ら
の
過

去
を
こ
の
世
の
果
ま
で
流
し
去
り
、
二
度
と
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
れ
ま
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
温
か
い
湯
船
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る

11
月
生【

　
　
　
　】

瀬

織

津

姫

（
せ
お
り
つ
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　若
い
人
た
ち
に
対
し
て
は
最
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
年
は
見
守
る
つ
も
り
で
、
寛

大
な
気
持
ち
で
指
導
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
達
も
若
か
り
し
頃
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
す
。
良
い
社
会
を
作
る
の
は
、
辛
抱
強

い
大
人
な
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
一
口
ず
つ
じ
っ
く
り
味
わ
う

12
月
生【

　
　
　
　】

神

功

皇

后

（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）

2�22೥ɹ1�݄

月

　
　読

　
　命

（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）
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問い合わせ　福島県赤十字血液センターいわき出張所　0246（29）5624

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）

 ７ 日   9:30～16：00
     　 イオンいわき店

 ９ 日 10:00～12:30
　　 14:00～16:30
　　   マルト岡小名店

16日  8:45～14：00
     　 泉ふるさと祭り会場

      

23日 10:00～11:30
     　 13:00～16:30
　　   鹿島ショッピングセンター
      

９

血
液
中
の
鉄
分
不
足

な
ど
が
原
因
で
目
ま
い
が

起
き
ま
す
。

10

薫
製
も
お
い
し
い
豚

肉
を
塩
漬
け
に
し
た
加
工

食
品
。

13

指
の
け
ん
し
ょ
う
炎

は「
〜
指
」と
も
い
い
ま
す
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

舌
の
付
け
根
の
両
側

に
あ
る
組
織
の
一
般
的
な

呼
称
で
す
。

５
「
草
」
の
音
読

み
は
ソ
ウ
、
〜
読
み

は
ク
サ
。

６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
〜

接
触
に
注
意
が
必
要
。

７

ア
ジ
ア
で
流
行

し
た
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
の
別
称
。

８

ア
ロ
マ
〜
、
〜

サ
ー
デ
ィ
ン
、
〜

シ
ョ
ッ
ク
。

９

酒
は
〜
の
長
と

い
い
ま
す
ね
。

11

赤
と
白
を
混
ぜ

た
色
。
桃
色
と
も
い

い
ま
す
。

３

風
邪
を
ひ
く
と
ゴ
ホ

ゴ
ホ
と
出
ま
す
ね
。

４

角
膜
に
の
せ
て
視
力

を
補
正
す
る
コ
ン
タ
ク
ト

〜
。

５

〜
ビ
ズ
で
夏
を
快
適

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

７

最
近
街
で
自
転
車
を

貸
し
出
す
レ
ン
タ
〜
を
見

掛
け
ま
す
。

８

英
語
で
ウ
ィ
ズ
ダ
ム

ト
ゥ
ー
ス
。
一
番
奥
に
あ

る
歯
。

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た

ら
Ａ
〜
Ｅ
を
つ
な
げ
て
答

え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ン
ト
・
足
の
力
が
強

く
、
歩
き
続
け
て
も
疲
れ

を
感
じ
な
い
人
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

胎
児
と
母
胎
は
こ
れ

で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

２

あ
る
病
気
や
症
状
に

対
し
て
効
き
目
が
あ
り
ま

す
。

〈
前
回
の
答
え
〉

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
５
人
に
、
遠
野
町
地

域
づ
く
り
振
興
協
議
会
様

（
い
わ
き
市
遠
野
町
）
提

供
の
遠
野
和
紙
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

9
月
号
の

　
　
当
選
者

野
木
美
香
さ
ん
（
平
）

鈴
木
里
美
さ
ん
（
平
）
菅

野
富
美
子
さ
ん（
相
馬
市
）

上
遠
野
仁
美
さ
ん
（
泉
）

鈴
木
英
世
さ
ん（
平
）佐
々

木
里
佳
さ
ん
（
湘
南
台
）

四
家
貢
さ
ん（
内
郷
）佐
々

木
百
合
さ
ん
（
泉
ケ
丘
）

伊
賀
由
美
さ
ん
（
南
相
馬

市
）
梁
取
弘
和
さ
ん
（
常

磐
）

ま
す
。
遠
野
町
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
遠
野
和
紙
で
手

作
り
し
た
、
世
界
で
一
枚

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
で
す
。
お
ま
け
で

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
カ
ラ
ー

マ
ー
カ
ー
も
セ
ッ
ト
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
当
選
者
に
は

景
品
を
郵
送
し
ま
す
。

希
望
者
は
は
が
き
に
①

ク
イ
ズ
の
答
え
②
こ
れ
は

や
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
…

と
思
っ
た
失
敗
談
は
？
③

プレゼントはこちら

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
10
月
８
日
ま
で
編
集

室
（
下
記
参
照
）
へ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

遠
野
和
紙
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

遠
野
町
地
域
づ
く
り
振
興
協
議
会
様
提
供

໊༷̑

投票は朝7時から午後7時
（一部の投票所は午後6時）までです。

忘れずに投票しましょう。

福島県知事選挙のお知らせ

10月30日㈰
い わ き 市 選 挙 管 理 委 員 会
いわき市明るい選挙推進協議会
お問い合わせ tel.22-7532

投 票 日

12

〜
シ
ー
ト
は
老
人
や

体
の
不
自
由
な
人
の
た
め

の
席
。

14

チ
ヂ
ミ

や
ギ
ョ
ウ
ザ

な
ど
に
入
れ

る
緑
黄
色
野

菜
で
す
。

15

忙
し
い

時
は
こ
の
動

物
の
手
も
借

り
た
い
と
か
。

16

野
球
帽

は
キ
ャ
ッ
プ
、

中

折

れ

帽

は
？

17
「
骨
の

〜
ま
で
」
は

体
の
最
も
中
心
部
分
ま
で

と
い
う
意
味
。

広告を載せて
みませんか？

TEL．0246-23-1666  FAX．0246-24-2168
広告部 Ｅ-mail  adv@iwaki-minpo.co.jp

広告についてのご連絡先

読者と
つくる情報紙

こ 　　  ここ 　　  こ

個処から


